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外国語活動学習指導案 

学校名 府 中 市 立 国 府 小 学 校  

授業者 Ｔ １ ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ  増田北斗 

Ｔ ２ ALT Joy Kathleen Tero 

１ 日 時  令和元年 11 月 21 日（木）

２ 学 年  第６学年２組  28 名 

３ 単元名   人物紹介 

４ 単元観 

本単元では，これまでの外国語活動で慣れ親しんできた語句や表現を使って，文構造に気付かせ，それらを用

いて自分や第三者を紹介する文を言ったり書いたりすることに重点を置いている。その中で，既習表現や自分の

持っている知識をつなぎ合わせて，自分の言いたいことや伝えたいことをどうにか伝えようとする姿勢を育てる

ことができる。 

小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説外国語活動・外国語編「話すこと［やり取り］」の「イ 日常生活

に関する身近で簡単な事柄について，自分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合う

ことができるようにする。」に基づき，児童にとって身近なことを児童の言葉で伝え合うことができるようにす

る。

「書くこと」の「イ 自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参考に，音声で十分に慣れ親しんだ簡

単な語句や基本的な表現を用いて書くことができるようにする。」に基づき，リスニングややり取りの中で十分

に慣れ親しんだ表現を，例文を参考に書く活動も行うことができる。その際に，「主語＋動詞＋目的語」という

日本語とは違う語順であることに気付かせるとともに，語順を意識して書くことに焦点を当てることができる単

元である。

５ 児童観 

   本学級の児童は，昨年度は年間 50 時間，本年度は 70 時間の外国語活動を行っている。 

  10 月に行ったアンケート調査では，「外国語活動（英語）の授業に進んで参加しています。」という項目に対し

て 100％の児童が肯定的な回答をしており，どの児童も積極的に授業に取り組んでいる。また，「英語でやり取り

をする時には，会話が続くように，知っている表現を使うようにしています。」という項目では，93％の児童が肯

定的な回答をしており，やり取りを続けようという姿勢や態度も育ってきている。書く活動についての項目では，

「英語を書く時には単語の間を空けるなど，英語の書き方のきまりを守って書いています。」で 100％の児童が肯

定的な回答をしている。また，「英語を書く時には，単語を並べる順番を考えながら書いています。」という項目

では，15％の児童が否定的な回答をしている。そのことから，書く時の基本的なきまりは定着してきているが，

語順にはあまり目を向けることができていない児童がいることが分かる。 

  また，本校の６年生は，10 月にＷｅｂシステムで外国人（アメリカの大学で日本語を履修している学生や日本

人コミュニティに入っている方）とやり取りをした。また，その中の一人が，実際に来校し，外国語活動の授業

にゲスト・ティーチャーとして入った。 

６ 指導観 

 指導に当たって，単元のゴールを「以前から交流のある外国の方にもっと日本のことを知ってもらうために，

Ｗｅｂシステムを通じて日本で活躍している人を紹介する」という活動に設定する。

また，授業では，常に目的・状況・場面を意識したコミュニケーションの場を設定し，他者に配慮しながら伝

えられるようにしていく。

  「書くこと」については，CAN-DO リストの学習到達目標である「自分のことや身近で簡単な事柄について，例

文を参考に音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができる。」を達成するために，
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英語を書く時のきまりを意識させるともに，「主語＋動詞＋目的語」の語順を意識させる。そのために，単語を並

び替える活動を取り入れたり，主語，動詞，目的語を色分けして提示したりしていく。その際に，憧れの人を紹

介するためのポスターを作って送り，日本の人を知ってもらうという目的を明確にし，書く練習だけの活動にな

らないように留意する。 

 

７ 単元目標 

○他者に配慮しながら，第三者について伝え合おうとする。   【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】

○自分や第三者について聞いたり言ったりする表現に慣れ親しむ。 

○例を参考に，自分やある人物について紹介する文を書くことに慣れ親しむ。 【外国語への慣れ親しみ】

○「主語＋動詞＋目的語」の文の語順に気付く。              【言語や文化に関する気付き】

８ 関連する学習到達目標

  

９ 単元の評価規準 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語への慣れ親しみ 言語や文化に関する気付き 

他者に配慮しながら，自分のあこ

がれの人や尊敬する人について

自分の考えを含めて紹介し合お

うとしている。

自分や第三者について聞いたり

言ったりする表現に慣れ親しん

でいる。 

例を参考に，自分や第３者につい

て紹介する文を書くことに慣れ

親しんでいる。 

「主語＋動詞＋目的語」の文の語

順に気付いている。 

 

 

 

 

自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参考に音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句

や基本的な表現を用いて書くことができる。

第 6 学年 

書くこと 

自分や第３者について，例文を参考に英語の語順を意識しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な

語句や基本的な表現を書き写すことができる。 

 

日常生活に関する身近で簡単な事柄について，自分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本

的な表現を用いて伝え合うことができるようにする。

第 6 学年 

話すこと［やり取り］ 

自分や第３者について自分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合うこ

とができるようにする。 
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10 単元ゴール 

コミュニケーションの 

目的・場面・状況 

以前から交流がある外国の方に，日本で活躍する人について知ってもらう

ために，例文を参考にポスターを書いたり，簡単な語句や基本的な表現を

用いて話したりすることができる。

目指す筆記例 

目指す発話例 

（やり取り） 

【やり取り】

 

 

 

11 言語材料（下線は新出表現,語彙） 

主な表現 主な語彙 

一般動詞[ ]

副詞[ ] 

形容詞

[

]

, , 動物，スポーツ，飲食物，教科，動作， 

身の回りの物，月日 
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12 単元計画 

時 目標（◆），主なやり取り等  誌面化されている活動【・】 評価規準・評価方法 

１ ◎単元終末の活動を知る。 

 

 

◆自分や友だちについて，好きなものやこと，欲しいもの，できることなどの特徴

を話したり，聞いて内容を理解したりする。

○

【 】ミッシングゲーム

○

〈会話例〉

（以下，既習表現を使ったやり取りを続ける）

 

 

 

 

 

 

 

・自分や友だちの好きなものや

こと，欲しいもの，できるこ

となどの特徴を話したり聞い

たりしている。

２ ◆自分や友だちについて，日頃していることや趣味などの特徴を話したり，聞いて内

容を理解したりする。 

【 】

【 】ポインティングゲーム

【 】ミッシングゲーム

○

〈会話例〉

（以下，既習表現を使ったやり取りを続ける）
 

 

・自分や友だちについて，日頃

していることや趣味などの特

徴を話したり，聞いて内容を

理解したりしている。

３ 

 

◆動作を表す語を読んで分かり，好きなもの，欲しいもの，日頃することの表現に

ついて，「主語＋動詞＋目的語」の語順に気付く。 

○

○

【 】

【 】

【 】

〈会話例〉

（以下，既習表現を使ったやり取りを続ける）

 

 

 

・表現について，「主語＋動詞＋

目的語」の語順に気付いてい

る。 

４ ◆好きなものやこと，欲しいもの，日頃することの表現について，語順が分かり，

単語と単語の間にスペースを置き，語順を意識して，文を書き写す。 

○

【 】キーワードゲーム 

【 】 

○文をつくる 

〈記述例〉

 

 

・絵カードを並べて，好きなも

のや欲しいもの，日頃するこ

とについての文を作ってい

る。 

・単語と単語の間にスペースを

置き，語順を意識して，文を

書き写している。 

 

 

 

以前から交流がある外国の方に，日本で活躍する人について知ってもらうために，例文を参考

にポスターを書いたり，簡単な語句や基本的な表現を用いて話したりすることができる。
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５ ◆ある人物の説明を聞いて具体的な情報を聞き取るとともに，単語と単語の間にス

ペースを置き，語順を意識して，文を書き写す。

○

○

【 】

○文をつくる。

〈記述例〉

・ある人物についての説明を聞

いて理解し，聞き取ったこと

を書いている。 

・単語と単語の間にスペースを

置き，語順を意識して，文を

書き写している。 

６ 

 

◆ある人物の説明を聞いて具体的な情報を聞き取ることができるとともに，その人

物を説明したり，説明を聞いて理解したりする。

○

【 】

【 】

・ある人物についての説明を聞

いて理解し，聞き取ったこと

を書いている。 

 

７ 

本

時 

◆ある人物について伝え合い，単語と単語の間にスペースを置き，語順を意識して，

例を参考に紹介文を書く。

○

○

○

〈記述例〉 〈発話例〉

・ある人物になりきってその人

物について説明したり，説明

を聞いて理解したりする。 

・単語と単語の間にスペースを

置き，語順を意識して，例を

参考に紹介文を書いている。 

８ ◆他者に配慮しながら，ある人物について，第三者について伝え合う。

 （ 通信で実際にポスターを使いながらやり取りを行う。ポスターについて

は，なぜその人物を選んだか理由を記載し，送付する。）

○

【 】

〈発話例〉

・他者に配慮しながら，ある人

物になりきって，その特徴やで

きることなどを話し，その人物

について伝え合っている。 

 



6 

 

13 本時の計画 

（１）目標 

  第３者について伝え合い，単語と単語の間にスペースを置き，語順を意識して例を参考に紹介文を書く。 
  他者に配慮しながら，自分の紹介したい人を伝え合おうとする。

（２）評価規準

 他者に配慮しながら，自分の紹介したい人を伝え合おうとしている。

「主語＋動詞＋目的語」の語順を意識したり，語と語の間に気をつけたりして文を書いている。

（３）準備物 

  デジタル教科書，絵カード，センテンスカード 

（４）本時の展開 

学習活動

●指導者の役割 

○発問・指示
・指導上の留意点

☆評価規準

【評価方法】

１ 挨拶をする。

（１分）

○ ●

２ 文の並び替え

をする。（８分）

○

○並び替えた文を一文書いてみまし

ょう。 

●

 

・主語，動詞，目的語で色分け

をすることで，語順を意識さ

せる。

・聞かせた文を作らせることで，

音声と文字を一致させる。

３ 本時の課題を

把握する。

（２分）

●課題を確認し，見通しをもたせる。 ● ・単元のゴールと関連させて本

時の課題を設定する。

４ 「やり取り」を

する。

  モデルを見る。

  ペアで「やり取

り」をする。

 

（18 分）

○ジェレミーさんたちに日本で活躍

する人を紹介するために，練習し

ていきましょう。 

●Talk  ・教師同士のデモンストレーシ

ョンを見せることで，やり取

りの見通しを立てさせる。

・デモンストレーションを見た

後に実際に外国人に紹介する

ように，やり取りを行う。

・次の書く活動につなげるため

に，クイズを通して書かせた

い表現を音声で慣れ親しませ

る。

・単元ゴールでクイズを通して

憧れの人を紹介することを意

識させる。

☆評価２

・他者に配慮しながら，自分の

紹介したい人を伝え合おうと

 

 

 

 

ジェレミーさんたちに日本で活躍する人を紹介するためにポスターを作ろう。
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している。【観察】

５ 

（16 分）

 

 

 

 

 

 

 

○

 

●

 

 

・事前に書きたいことを聞いて

おき，書き写すことができる

リストを作成することで，児

童の書きたいことが書けるよ

うにする。

・書きたいものが例文にない場

合は，教師が例文を提示する。

・書く時間を十分に確保する。

☆評価１

・「主語＋動詞＋目的語」の語順

を意識したり，語と語の間に

気をつけたりして文を書いて

いる。【観察】

・その人物を選んだ理由を意識

させる。

６ 本時をふり返

る。 （５分）

○

●何人か発表させる。

● ・単元ゴールや本時のゴールを

意識した振り返りや今回学ん

だことがどのような場面で生

かせるかを考える振り返りに

なるよう，声かけをする。

 

 

・相手により日本を知ってもらったり，好きになってもらったりするためにウェブ

システムを頑張りたいです。 

・最後の活動では，ポスターだけを見るのではなく，相手の反応を確認しながら発

表したいです。 

・英語には，日本語とは違った語順があるので，これから英語を書く時には語順に

注意して書いていきたいです。 

・英語を書く時には，語と語の間を空けることや，ピリオドを付けることを忘れな

いようにすることなどに気をつけて書いていきたいです。 

・ポスターを喜んでくれたらいいなと思いました。 

Thursday 

 

November 

 

21th 

 

Sunny 

単元 Goal ジェレミーさんたちに日本で活躍する人を紹介しよう。

 

I 

play 

like 

 
eat 

 
have 

 

Goal ジェレミーさんたちに日本で活躍する人を紹介するためにポスターを作ろう。

 

baseball 

. 
apples 

spaghetti 

a recorder 

書く時のきまり 

・大文字で始める。 

・単語と単語の間にス

ペース。 

・最後にピリオド 

・色（語順）を意識す

る。 

〈記述例〉

〈記述例〉

〈記述例〉


